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項目 自己評価 適/不適 評価 評価に係る提言・今後の改善等

（１）教育理念・目標 3.8 適切

・社会・業界のニーズに合っていると思う
・学生ひとりひとり意向を引き出すための度量の
　広い校風は、理念と合致していると感じる
・毎年、現在のIT活用・開発現場での状況を理解
　し、その内容をカリキュラムに反映させること
　に注力し、結果、企業が求める人材像にマッチ
　させることができている

・新しい技術にも対応し、安心・安全な社会を
　構築するための教育にも力を入れて欲しい
・「人間力の育成」に対して、社会のニーズは非常
　に高まっていると感じる
　一歩踏み込んだ具体的な目標に期待する
・このまま進めていただいてよいかと思います

（２）学校運営 3.7 適切

・他の学校では得られない、専門的な技術を学ぶ
　環境が着実に整っているように感じる
・適切な運用だと思う
・少子化がじわりじわりと進んでいく中、なんとか
　生徒を確保し、学校運営をすすめている

・業務の効率化にさらに努力して欲しい
・少子化の伴い学生数の減少は、学校間の競争が
　激化することが予想される
　学校の独自性や魅力を更に高める必要性があると
　思う
・生徒確保の状況が苦しいのがわかっている中、ど
　のように対応するか、戦略的に動いていただけれ
　ばと思う
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（３）教育活動 3.8 適切

・毎年、社会的に利用されているIT技術について
　カリキュラムを変更し、適切な教育活動を行な
　っている
・安定した就職率の維持、高い資格取得率は、専門
　学校に求められる社会的ニーズを満たしている
・教育理念の評価と同様、素晴らしいと思う

・更なる活性化教育活動を行なって欲しい
・多様な価値観が認められる現在社会において、
　学生のコミュニケーション能力を高める取組は
　もっと必要と思う
・学校での教育での時間を結構取ってくれているが
　、インターンでの協力などにも努力し、卒業生が
　就職後のイメージがわくようにしていただければ
　とも思います

（４）学修成果 3.8 適切

・学生それぞれの特性が生かされた就職を熱心に
　取り組んでいる
・学生の特性を活かした就職先の確保を、教職員
　全員で熱心に取組んでいると感じる
・卒業生の就職率などみれば成果は出ていると思う

・卒業後の活動の把握にさらに努力して欲しい
・就職後の定着率の低下は、社会的な大きな問題と
　なっており、学生自身が自分のキャリア形成を
　深く考える機会を更に増やす必要がある
・卒業後の調査も実施していただき、２，３年後の
　離職率や離職後の業態変更などの状況も見ていた
　だければと思います

（５）学生支援 4.0 適切

・個別に適正に支援ができている
・就職率の高さから学生支援はしっかりなされてい
　ると思う

・修学意欲の低い学生への指導は大変だが、これ
　こそ教育の重要性であるためお願いしたい

（６）教育環境 4.0 適切

・地元のIT企業より講師を招き、現場に近い立場
　の人間が教育を行う科目も用意し、実学の機会
　が大いに提供されている
・地元のIT企業より講師を招き、教育に力を入れて
　いるのがよくわかる。先生も新しく雇用し、良質
　な教育環境を与えられていると思う

・インターンシップ実施の更なる体制強化が必要
　だと思う
・講師派遣の企業がもう数社増えるとよくなるよう
　な気がします

（７）学生の受入れ募集 3.5 適切

・積極的に早い時期から定期的な体験入学や
　オープンキャンパスは、入学希望者とのミス
　マッチを減らしていると思う
・定期的な体験入学やオープンキャンパスは、入学
　者の早期獲得に繋がっている
・ちょっと予定欠員がでてきるのではないかという
　評価です。募集に力を入れていただければと思い
　ます

・18歳人口の更なる減少に対し、更なるアピール
　に対応して欲しい
・学べる事、をアピールもよいのですが、卒業後の
　イメージを持ってもらい、学生にきていただくよ
　うに動かれるのがよいかと思います



（８）財務 3.7 適切

・適性に行われている
・財務諸表をみてないので不明なところです

・特になし

（９）法令等の遵守 4.0 適切

・適切な運用だと思う
・問題なく実施されていると思います

・学生さんを対象として法令順守の考え方を生活指
　導にて実施していただければと思います。ＩＴは
　情報を扱うお仕事ですから、その取り扱いには十
　分注意が必要なことを理解していただく必要があ
　ります

（１０）社会貢献・地域
貢献

3.7 適切

・学生が市民向けに行なう講座の補助を積極的に
　行なっており、適切と考える
・ITでの地域貢献について昨年、おととしより縮小
　しているように思える。また、学校まわりの清掃
　活動などされているのであればもっとアピールし
　てほしい

・学園が持つ教育的資源を地域社会にフィード
　バックするよう検討を行って欲しい（市民講座
　の開催など）
・ITでの地域貢献について昨年、おととしより縮小
　しているように思える。また、学校まわりの清掃
　活動などされているのであればもっとアピールし
　てほしい

（１１）国際交流 — — 　━　━

＜平均＞ 3.8


